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琢也、鳴海俊治、大山 力：弘前大学腎移植チームによる生体腎移植術の成績．第 34 回腎移植・

血管外科研究会 2018 年 5 月 25-26 日 鹿児島市（鹿児島市民文化ホール） 

34. 今井 篤、山本勇人、畠山真吾、米山高弘、橋本安弘、古家琢也、大山 力：下大静脈腫瘍血

栓を伴う腎細胞癌に対し、Pre-surgical Axitinib 投与での抗腫瘍効果と病理組織学的変化につ

いての検討．第 34 回腎移植・血管外科研究会 2018 年 5 月 25-26 日 鹿児島市（鹿児島市民

文化ホール） 

35. 畠山真吾、久保田優花、橋本安弘、成田育代、島田美智子、藤田 雄、村上礼一、米山高弘、

古家琢也、鳴海俊治、大山 力：糸球体基底腹膜と術後ドナー腎機能についての検討． 第 34

回腎移植・血管外科研究会 2018 年 5 月 25-26 日 鹿児島市（鹿児島市民文化ホール） 

36. 今井 篤，畠山真吾，米山高弘, 橋本安弘, 古家琢也, 大山 力, 倉内静香, 中路重之：一般住民

健診における女性の過活動膀胱と酸化ストレスとの関連について． 第 18 回日本抗加齢医学総

会 2018 年 5 月 25-27 日 大阪市（大阪国際会議場） 

37. 米山高弘，久保田優花，松本哲平，細越正吾，日下 歩，得居範子，米山 徹, 盛 和行，今井 

篤，畠山真吾, 橋本安弘，古家琢也，大山 力：高齢者の進行性上部尿路上皮癌に対する

Carboplatin をベースとした化学療法の検討． 第18回日本抗加齢医学総会 2018年5月25-27

日 大阪市（大阪国際会議場） 

38. 齋藤久夫、城戸宏一、相馬 理、松本哲平、岡本亜希子、北原竜次、三國恒靖、鈴木唯司：Transposed 

ulno-cephalic AVF を施行した血液透析患者の一例．第 42 回青森人工透析研究会 2018 年 6

月 3 日 五所川原市（オルテンシア） 

39. 今西賢悟、田中芳美、岡本哲平、髙島 徹、齋藤文匡、鈴木唯司：マサカルシトール／ベタメ

タゾン配合軟膏による高カルシウム決結晶の一例．第 42 回青森人工透析研究会 2018 年 6 月

3 日 五所川原市（オルテンシア） 



40. 今井 篤、山本勇人、畠山真吾、米山高弘、橋本安弘、古家琢也、大山 力、吉川和暁、杉山

尚樹、高橋伸也、鈴木裕一朗、村澤洋美：TUR による高度尿管損傷に対し尿路再建術を施行し

た 2 例． 第 15 回泌尿器科再建再生研究会 2018 年 6 月 16 日 那覇市（おきなわクリニカル

シミュレーションセンター） 

41. 米山高弘、松本哲平、久保田優花、細越正吾、日下 歩、得居範子、山本勇人、今井 篤、畠

山真吾、橋本安弘、古家琢也、大山 力：神経温存ロボット支援膀胱全摘除術＋体腔内 U 字回

腸新膀胱造設術を施行した 1 例． 第 15 回泌尿器科再建再生研究会 2018 年 6 月 16 日 那覇

市（おきなわクリニカルシミュレーションセンター） 

42. 得居範子、畠山真吾、日下 歩、細越正吾、山本勇人、今井 篤、米山高弘、橋本安弘、古家

琢也、大山 力：回腸新膀胱術後における術後一過性の水腎症は、1 年後の腎機能に影響しない．

第 15 回泌尿器科再建再生研究会 2018 年 6 月 16 日 那覇市（おきなわクリニカルシミュレー

ションセンター） 

43. 久保田優花、畠山真吾、小玉寛健、日下 歩、細越正吾、得居範子、山本勇人、今井 篤、米

山高弘、橋本安弘、古家琢也、大山 力：精索捻転と精巣垂捻転の鑑別について．第 27 回日本

小児泌尿器科学会総会・学術集会 2018 年 6 月 26-28 日 金沢市（金沢東急ホテル） 

44. 岡本亜希子、岡本哲平、北原竜次、齋藤久夫、大山 力、鈴木唯司：シナカルセトからエテル

カルセチドへの切り替え症例の検討．第 63 回日本透析医学会学術集会・総会 2018 年 6 月 29

日-7 月 1 日 神戸市（神戸国際会議場、他） 

45. 畠山真吾、成田育代、橋本安弘、米山高弘、藤田 雄、村上礼一、山本勇人、今井 篤、大山  

力：糸球体基底膜厚は術後ドナー腎機能を予測する．第 63 回日本透析医学会学術集会・総会 

2018 年 6 月 29 日-7 月 1 日 神戸市（神戸国際会議場、他） 

46. 山谷金光、蔦谷知佳子、齋藤久夫、畠山真吾、世良耕一郎、後藤祥子、大山 力、鈴木唯司：

血液透析患者（HDP）の生命予後に血中亜鉛およびセレン濃度が強く影響する．第 63 回日本透

析医学会学術集会・総会 2018 年 6 月 29 日-7 月 1 日 神戸市（神戸国際会議場、他） 

47. 米山高弘、山本勇人、今井 篤、藤田 雄、村上礼一、畠山真吾、橋本安弘、中村典雄、鳴海

俊治、大山 力：弘前大学における生体腎移植術の治療成績．第 63 回日本透析医学会学術集会・

総会 2018 年 6 月 29 日-7 月 1 日 神戸市（神戸国際会議場、他） 

48. 橋本安弘、細越正吾、山本勇人、畠山真吾、今井 篤、米山高弘、古家琢也、大山 力：透析

患者に発生したホルモン療法中に Neuroendocrine differentiation を来した前立腺癌の一例．第

63 回日本透析医学会学術集会・総会 2018 年 6 月 29 日-7 月 1 日 神戸市（神戸国際会議場、

他） 

49. 米山 徹、飛澤悠葵、畠山真吾、盛 和行、橋本安弘、古家琢也、大山 力：前立腺癌におけ

る糖鎖構造変異の役割と新規糖鎖バイオマーカー臨床応用．第 5 回前立腺癌生物学シンポジウ

ム 伊勢志摩 2018 2018 年 7 月 12-13 日 鳥羽市（鳥羽国際ホテル） 

50. 畠山真吾：前立腺体積補用を用いた％S2、3PSA の有効性についての検討．第 9 回 Urological 

Expert Forum プログラム 2018 年 7 月 28 日 松本市（ホテル・ブエナビスタ） 

51. 岩村大径：HIFU 術前内分泌療法による前立腺体積縮小率の検討．第 9 回 Urological Expert 

Forum プログラム 2018 年 7 月 28 日 松本市（ホテル・ブエナビスタ） 



52. 米山高弘：転移性前立腺癌に対する局所療法の成績．第 9 回 Urological Expert Forum プログ

ラム 2018 年 7 月 28 日 松本市（ホテル・ブエナビスタ） 

53. 阿南 剛、米山 徹、飛澤悠葵、畠山真吾、米山美穂子、山本勇人、今井 篤、米山高弘、橋

本安弘、古家琢也、鈴木唯司、佐藤 信、大山 力：尿路結石形成に関する尿中オステオポン

チンの糖鎖変異．日本尿路結石症学会第 28 回学術集会 2018 年 8 月 24-25 日 大阪市（大阪

国際交流センター） 

54. 阿南 剛、米山 徹、岩村大径、伊藤 淳、海法康裕、飛澤悠葵、畠山真吾、米山美穂子、山

本勇人、今井 篤、米山高弘、橋本安弘、古家琢也、鈴木唯司、佐藤 信、大山 力：尿路結

石形成に関与する尿中オステオポンチンの糖鎖変異．第 12 回東北糖鎖研究会 2018 年 9 月

21-22 日 弘前市（MCC） 

55. 米山 徹、飛澤悠葵、金子智典、彼谷高敏、畠山真吾、三塚浩二、橋本安弘、古家琢也、須田

美彦、Helga Duivenvorden、Jehonathan H Pinthus、大山 力：LacdiNAc – PSA - 

Glycoisomer 検査の前立腺癌診断能および悪性度予測マーカーとしての他施設後ろ向き検討．

第 12 回東北糖鎖研究会 2018 年 9 月 21-22 日 弘前市（MCC） 

56. 米山 徹、石川友一、飛澤悠葵、畠山真吾、三塚浩二、成田伸太郎、橋本安弘、古家琢也、伊

達睦廣、羽渕友則、Helga Duivenvorden、Jehonathan H Pinthus、大山 力：Siaα

2,3Gal-PSA 検査の前立腺癌診断能および悪性度予測マーカーとしての他施設後ろ向き検討．第

12 回東北糖鎖研究会 2018 年 9 月 21-22 日 弘前市（MCC） 

57. 成田拓磨、畠山真吾、米山 徹、成田伸太郎、山下伸一、三塚浩二、櫻井俊彦、川村貞文、栃

木達夫、中路重之、山本勇人、土谷順彦、羽渕友則、荒井陽一、大山 力：血清 N 結合型糖鎖

の網羅的質量解析による精巣腫瘍の診断・予後マーカーの検索．第 12 回東北糖鎖研究会 2018

年 9 月 21-22 日 弘前市（MCC） 

58. 田中壽和、米山 徹、今西賢悟、畠山真吾、飛澤悠葵、山本勇人、今井 篤、米山高弘、橋本

安弘、古家琢也、倉内静香、高橋一平、大山 力：血清イムノグロブリンの糖鎖変異プロファ

イルによる尿路上皮癌の診断．第 12 回東北糖鎖研究会 2018 年 9 月 21-22 日 弘前市（MCC） 

59. 畠山真吾、大山 力：網羅的糖鎖解析を用いた去勢抵抗性前立腺癌の糖鎖プロファイリングの

有効性についての検討．第 77 回癌学会学術総会 2018 年 9 月 27-29 日 大阪市（大阪国際会

議場） 

60. 米山高弘、久保田優花、松本哲平、細越正吾、得居範子、米山 徹、盛 和行、藤田 雄、村

上礼一、山本勇人、今井 篤、畠山真吾、橋本安弘、古家琢也、鳴海俊治、大山 力：弘前大

学における生体腎移植への取り組み．第 54 回日本移植学会総会 2018 年 10 月 3-5 日 東京都

港区（ホテルオークラ東京） 

61. 畠山真吾、米山 徹、野呂大輔、齋藤 満、佐藤 滋、原田 浩、石田英樹、田邉一成、佐々

木秀郎、力石辰也、大山 力：血清 N 型糖鎖の網羅的解析による腎移植術後拒絶反応予測スコ

アの開発と有効性についての検討．第 54 回日本移植学会総会 2018 年 10 月 3-5 日 東京都港

区（ホテルオークラ東京） 

62. 橋本安弘、細越正吾、山本勇人、畠山真吾、今井 篤、米山高弘、古家琢也、大山 力：褐色

細胞腫における MECA79（+）HEV density の検討．第 83 回日本泌尿器科学会東部総会 2018



年 10 月 12-15 日 東京都港区（グランドニッコー東京台場） 

63. 松本哲平、畠山真吾、山本勇人、今井 篤、米山高弘、橋本安弘、古家琢也、中路重之、大山 

力：一般住民健診におけるメタボリック症候群と血清テストステロン濃度の関係．第 83 回日本

泌尿器科学会東部総会 2018 年 10 月 12-15 日 東京都港区（グランドニッコー東京台場） 

64. 今井 篤、山本勇人、畠山真吾、米山高弘、橋本安弘、大山 力、沢田かほり、中路重之：一

般住民健診における女性の過活動膀胱の重症度とリスク因子についての検討．第 83 回日本泌尿

器科学会東部総会 2018 年 10 月 12-15 日 東京都港区（グランドニッコー東京台場） 

65. 大久保鉄平、三塚浩二、小泉 淳、成田伸太郎、古家琢也、川村貞文、栃木達夫、大山 力、

羽渕友則、荒井陽一：低リスク前立腺癌に対する手術適応やアウトカムの変遷．第 83 回日本泌

尿器科学会東部総会 2018 年 10 月 12-15 日 東京都港区（グランドニッコー東京台場） 

66. 米山 徹、石川友一、飛澤悠葵、畠山真吾、成田伸太郎、三塚浩二、橋本安弘、古家琢也、羽

渕友則、癌性糖鎖変異 S2,3PSA 検査の前立腺癌診断能および悪性度予測マーカーとしての多施

設後ろ向き検討．第 83 回日本泌尿器科学会東部総会 2018 年 10 月 12-15 日 東京都港区（グ

ランドニッコー東京台場） 

67. 第 83 回日本泌尿器科学会東部総会 2018 年 10 月 12-15 日 東京都港区（グランドニッコー東

京台場） 

68. 米山高弘、松本哲平、細越正吾、久保田優花、日下 歩、得居範子、米山 徹、盛 和行、山

本勇人、今井 篤、畠山真吾、橋本安弘、古家琢也、大山 力：進行性上部尿路上皮癌におけ

る化学療法の予後因子としてのコリンエステラーゼ値の検討． 第 56 回日本癌治療学会学術集

会 2018 年 10 月 18-20 日 横浜市（パシフィコ横浜） 

69. 畠山真吾、相馬 理、山本勇人、米山高弘、古家琢也、中路重之、大山 力：泌尿器癌患者に

対する定量的なフレイル評価は予後予測に有効性である．第 56 回日本癌治療学会学術集会 

2018 年 10 月 18-20 日 横浜市（パシフィコ横浜） 

70. 成田伸太郎、野村恭子、畠山真吾、髙橋正博、櫻井俊彦、三塚浩二、星宣  次、川村貞文、石

戸谷滋人、石田雅宣、川口俊彦、土谷順彦、大山  力、荒井陽一、羽渕友則：治療早期の血清

マーカー変化による転移性去勢感受性前立腺癌の予後予測．第 56 回日本癌治療学会学術集会 

2018 年 10 月 18-20 日 横浜市（パシフィコ横浜） 

71. 米山 徹、石川友一、金子智典、彼谷高敏、飛澤悠葵、畠山真吾、田中壽和、石橋祐介、萩原

和久、橋本安弘、古家琢也、伊達睦廣、須田美彦、大山 力：泌尿器腫瘍に対する糖鎖バイオ

マーカーの現状と将来．第 56 回日本癌治療学会学術集会 2018 年 10 月 18-20 日 横浜市（パ

シフィコ横浜） 

72. 野口正典、新井 学、頴川 晋、大山 力、内藤誠二、松本和将、植村天受、中川昌之、那須

保友、江藤正俊、末金茂高、笹田哲朗、山田 亮、角間辰之、伊東恭悟：去勢抵抗性前立腺が

んに対する 20 種混合ペプチドワクチンの有効性の検討．第 56 回日本癌治療学会学術集会 

2018 年 10 月 18-20 日 横浜市（パシフィコ横浜） 

73. 山本勇人、古家琢也、大久保鉄平、三塚浩二、成田伸太郎、井上高光、川村貞文、加藤智幸、

土屋順彦、羽渕友則、荒井陽一、大山 力：前立腺生検 1 本陽性症例は低リスク前立腺癌と考

えて良いか?  第 56 回日本癌治療学会学術集会 2018 年 10 月 18-20 日 横浜市（パシフィコ



横浜） 

74. 大久保鉄平、三塚浩二、古家琢也、星 宣次、松尾重樹、斎藤誠一、土谷順彦、羽渕友則、大

山 力、荒井陽一：前立腺全摘術後生化学再発に対するビカルタミド単剤 2 年内服救済療法．

第 56 回日本癌治療学会学術集会 2018 年 10 月 18-20 日 横浜市（パシフィコ横浜） 

75. 相馬 理、堀口裕貴、畠山真吾、橋本安弘、古家琢也、大山 力：上部尿路上皮内癌に対する

BCG 灌流療法の有効性及び安全性に関しての検討．日本泌尿器腫瘍学会第 4 回学術集会 2018

年 10 月 20-21 日 横浜市（ランドマークホール） 

76. 松本哲平、久保田優花、細越正吾、日下 歩、得居範子、山本勇人、今井 篤、畠山真吾、米

山高弘、大山 力：当科診療圏における筋層浸潤膀胱癌に対する術前化学療法施行の動向と腫

瘍学的アウトカム．日本泌尿器腫瘍学会第 4 回学術集会 2018 年 10 月 20-21 日 横浜市（ラ

ンドマークホール） 

77. 細越正吾、畠山真吾、米山 徹、米山高弘、橋本安弘、大山 力：Whole Body MRI にて病勢

評価が可能であった去勢抵抗性前立腺癌（CRPC）の 1 例．第 258 回日本泌尿器科学会東北地

方会 2018 年 10 月 27 日 福島市（コラッセふくしま） 

78. 久保田優花、畠山真吾、米山高弘、橋本安弘、大山 力：前立腺癌放射線治療後に発症した筋

層浸潤性膀胱癌に対してロボット支援下膀胱全摘除術を施行した一例．第 258 回日本泌尿器科

学会東北地方会 2018 年 10 月 27 日 福島市（コラッセふくしま） 

79. 相馬 理、山本勇人、今井 篤、畠山真吾、米山高弘、橋本安弘、大山 力：腎結石を有する

生体腎移植ドナーに対して TUL とドナー腎採取術を一期的に施行した一例． 第 258 回日本泌

尿器科学会東北地方会 2018 年 10 月 27 日 福島市（コラッセふくしま） 

80. 松本哲平、小西 栄、沖田和貴、相馬 理、藤田尚紀、鈴木裕一朗、山本勇人、今井 篤、畠

山真吾、米山高弘、橋本安弘、大山 力：当院における前立腺神経内分泌腫瘍の検討．第 258

回日本泌尿器科学会東北地方会 2018 年 10 月 27 日 福島市（コラッセふくしま） 

81. 田中壽和、小玉寛健、三上穣太郎、佐々木淳、堀口裕貴：腎癌術後に発症した脊髄梗塞を契機

に診断し得た抗リン脂質抗体症候群の 1 例．第 49 回青森県泌尿器科研究会 2018 年 11 月 3 日 

青森市（ラ・プラス青い森） 

82. 城戸宏一、片山恵理、藤田尚紀、石橋祐介、山岸晋一朗、伊藤弘之：腎被膜原発平滑筋腫の 1

例．第 49 回青森県泌尿器科研究会 2018 年 11 月 3 日 青森市（ラ・プラス青い森） 

83. 日下 歩、齋藤久夫、久保田優花、村澤洋美、岡本亜希子、北原竜次、三國恒靖、鈴木唯司：

ポリウレタン製人工血管に仮性動脈瘤を形成し、部分的人工血管置換術を施行した 1 例．第 49

回青森県泌尿器科研究会 2018 年 11 月 3 日 青森市（ラ・プラス青い森） 

84. 富樫 赳、百田匡毅、沖田和貴、野呂大輔、吉川和暁：第 49 回青森県泌尿器科研究会 2018

年 11 月 3 日 青森市（ラ・プラス青い森） 

85. 萩原和久、：凝血塊排出を伴う尿道出血を認めた前立腺上皮性ポリープの 1 例. 第 49 回青森県

泌尿器科研究会 2018 年 11 月 3 日 青森市（ラ・プラス青い森） 

86. 藤田尚紀：腹腔鏡技術認定ビデオ提出までの道のり－指導医への要望と後輩へのメッセージを

含めて－．+第 49 回青森県泌尿器科研究会 2018 年 11 月 3 日 青森市（ラ・プラス青い森） 

87. 田中壽和、岩渕郁哉、小笠原賢、川口俊明：透析患者 



88. 山本勇人、畠山真吾、小西 栄、沖田和貴、今井 篤、米山高弘、橋下安弘、大山 力：高リ

スク前立腺癌に対する術前内分泌化学療法後の前立腺全摘除術の治療成績.  第 32 回日本泌尿

器科内視鏡学会総会 2018 年 11 月 27-29 日 仙台市（仙台国際センター） 

89. 畠山真吾、米山高弘、山本勇人、今井 篤、橋本安弘、古家琢也、大山 力：当院におけるロ

ボット支援膀胱全摘術（RARC）の治療成績：小切開手術との比較.  第 32 回日本泌尿器科内

視鏡学会総会 2018 年 11 月 27-29 日 仙台市（仙台国際センター） 

90. 畠山真吾、米山高弘、山本勇人、今井 篤、橋本安弘、古家琢也、大山 力：ロボット支援膀

胱全摘術（RARC）における体腔内尿路変向術（ICUD）の治療成績.  第 32 回日本泌尿器科

内視鏡学会総会 2018 年 11 月 27-29 日 仙台市（仙台国際センター） 

91. 米山高弘、松本哲平、日下 歩、細越正吾、得居範子、山本勇人、今井 篤、橋本安弘、古家 

琢也、大山 力：当科におけるロボット支援腎部分切除術の治療成績. 第 32 回日本泌尿器科内

視鏡学会総会 2018 年 11 月 27-29 日 仙台市（仙台国際センター） 

92. 畠山真吾，山本勇人，今井 篤，米山高弘，橋本安弘，古家琢也，大山 力：ロボット支援下

根治的膀胱全摘除術（RARC）は低侵襲か？開腹下根治的膀胱全摘術（ORC）との比較．第 11

回日本ロボット外科学会学術集会 2019 年 1 月 26 日 名古屋市（名古屋コンベンションホー

ル） 

93. 村上礼一，中田真道，成田育代，藤田 雄，島田美智子，中村典雄，富田泰史，遠藤 哲，畠

山真吾，米山高弘，橋本安弘，大山 力：C 型肝炎の治療に先行して生体腎移植を施行した HCV

抗体陽性症例．第 52 回日本臨床腎移植学会 2019 年 2 月 13-15 日 大阪市（ナレッジキャピ

タルコングレコンベンションセンター） 

94. 畠山真吾，米山 徹，山本勇人，米山高弘，橋本安弘，大山 力：血清糖鎖プロファイリング

による去勢抵抗前立腺癌のバイオマーカー探索．第 28 回泌尿器科分子・細胞研究会  

95. 米山 徹：ナノ粒子マルチアナライザーqNano．平成 30 年度医学研究科共通機器センター公開

シンポジウム 2019 年 3 月 20 日 弘前市（弘前大学健康未来イノベーションセンター） 

 

 

 

研究会  
1. 古家琢也：青森県での CRPC 治療の現状．青森ラジウム治療フォーラム 2018 年 6 月 14 日 弘

前市（アートホテル弘前シティ） 

2. 大山 力： 

3. 畠山真吾：2018 年 ASCO-GU、EAU、AUA 報告（前立腺癌）．青い森泌尿器科セミナー2018 

2018 年 6 月 26 日 弘前市（アートホテル弘前シティ） 

4. 古家琢也：当科における前立腺癌の臨床研究の総括．青い森泌尿器科セミナー2018 2018 年 6

月 26 日 弘前市（アートホテル弘前シティ） 

5. 畠山真吾：排尿障害治療の実際．第 287 回生涯教育研修会（青森市薬剤師会） 2018 年 11 月

15 日 青森市（県民福祉プラザ） 

 



 

 

特別講演，等  
＊  国際  
1.  Ohyama C ： Treatment strategy for muscle-invasive bladder cancer with 

neoadjuvant chemotherapy and RARC. 2n d ASIA Urological Oncology Forum 

2019 年 1 月 11-12 日 台湾（台北市）  

2.  Hatakeyama S：  

 
＊  国内  
1.  米山  徹，金子智典、彼谷高敏、須田美彦、石川友一、伊達睦廣、成田伸太郎、

三塚浩二、羽渕友則、荒井陽一、大山 力（シンポジウム  6）：PSA の糖鎖変異

を利用した前立腺癌診断および悪性度評価マーカー． 第 106 回日本泌尿器科学

会総会 2018 年 4 月 19-22 日 京都市（国立京都国際会館、他）  

2.  山本  勇人，大山 力（第 11 回ヤングリサーチグラント受賞者記念講演）：前立

腺癌における新規ヒアルロニダーゼ Transmembrane protein2（TMEM2）の分

子機構の解明と新規分子標的治療への展開．第 106 回日本泌尿器科学会総会 

2018 年 4 月 19-22 日 京都市（国立京都国際会館、他）  

3.  畠山真吾、大山 力（シンポジウム 12）：フレイルから考える高齢者筋層浸潤性

膀胱癌の治療戦略．第 106 回日本泌尿器科学会総会 2018 年 4 月 19-22 日 京

都市（国立京都国際会館、他）  

4.  古家琢也、大山 力（シンポジウム 15）：体腔鏡下膀胱全摘・尿路変向の pitfall 

－ロボット支援膀胱全摘除術＋体腔内回腸新膀胱造設術の治療成績．第 106 回日

本泌尿器科学会総会 2018 年 4 月 19-22 日 京都市（国立京都国際会館、他）  

5.  米山 徹（教育セミナー 5）：血清 N-glycan プロファイルによる早期抗体関連拒

絶の予測．  第 34 回腎移植・血管外科研究会 2018 年 5 月 25-26 日 鹿児島市

（鹿児島市民文化ホール）  

6.  大山 力（教育講演）：透析患者の泌尿器疾患～泌尿器悪性腫瘍と性機能障害～． 

第 63 回日本透析医学会学術集会・総会 2018 年 6 月 29 日 -7 月 1 日 神戸市（神

戸国際会議場、他）  

7.  大山 力（シンポジウム 1）：筋層浸潤膀胱がんの治療戦略：腫瘍制御と機能温存

を両立するロボット膀胱全摘除術．第 18 回日本 Men’s Health 医学会 2018 年

7 月 14-15 日 東京都江東区（日本科学未来館）  

8.  米山高弘（パネルディスカッション 6）：M1 前立腺癌の是非を問う；M1 前立腺

癌に対する原発巣治療介入－当科の治療成績－． 第 83 回日本泌尿器科学会東

部総会 2018 年 10 月 12-15 日 東京都港区（グランドニッコー東京台場）  

9.  古家琢也、大山 力（ワークショップ 4）：ロボット支援下膀胱全摘除術・尿路変

向術の安全な導入と手術手技；回腸新膀胱造設術の導入と手術手技．第 83 回日



本泌尿器科学会東部総会 2018 年 10 月 12-15 日 東京都港区（グランドニッコ

ー東京台場）  

10.  米山高弘（Bladder Cancer Forum 2）：ロボット支援膀胱全摘除術 + U 字回腸新

膀胱造設術の治療成績（Clinical outcomes of robot-assisted radical cystectomy 

with U-shaped ileal neobladder）．日本泌尿器腫瘍学会第 4 回学術集会 2018

年 10 月 20-21 日 横浜市（ランドマークホール）  

11.  古家琢也（シンポジウム 3）：ロボット支援膀胱全摘における尿路変向を滞りなく

行うためのコツ .  第 32 回日本泌尿器科内視鏡学会総会 2018 年 11 月 27-29 日 

仙台市（仙台国際センター）  

12.  大山 力：腸管を利用した体腔内操作による尿路変向術．第 31 回日本内視鏡外

科学会総会 2018 年 12 月 6-8 日 福岡市（福岡国際会議場、他）  

13.  大山 力（特別講演）：前立腺がん検診の意義．平成 30 年度生活習慣病等集団検

診従事者研修会． 2018 年 2 月 7 日 青森市（アップルパレス青森）  

 

 

 

 

＊  研究会  
1.  大山 力：進行前立腺癌治療のパラダイムシフトと泌尿器科医の対応．福井県泌

尿器科医会 2018 年 5 月 31 日 福井市（福井パレスホテル）  

2.  大山 力：RARC を利用した筋層浸潤性膀胱癌の治療戦略．Oncology インター

ネット講演会 2018 年 6 月 5 日 インターネット配信  

3.  大山 力：進行前立腺癌治療のパラダイムシフトと泌尿器科医の役割．わかしゃ

ち泌尿器科セミナー 2018 年 6 月 6 日 名古屋市（ウェスティンナゴヤキャッ

スル）  

4.  古家琢也：膀胱全摘除術について．第 52 回うつくしま泌尿器科研究会／第 10 回

福島県泌尿器手術手技研究会 2018 年 6 月 9 日 郡山市（郡山ビューホテル本

館）  

5.  大山 力：進行性前立腺癌治療のパラダイムシフト．第 4 回愛媛 CRPC 研究会学

術集会 2018 年 6 月 21 日 松山市（ホテルマイステイズ松山）  

6.  大山 力： 2018 年度版 弘前大学前立腺癌治療指針．青い森泌尿器科セミナー

2018 2018 年 6 月 26 日 弘前市（アートホテル弘前シティ）  

7.  大山 力：尿路上皮癌における今後の治療戦略－免疫チェックポイント阻害剤の

役割－． Urothelial Cancer Seminar 2018 年 12 月 5 日 さいたま市（ラフレ

さいたま）  

8.  大山 力：ロボット支援膀胱全摘除術を利用した筋層浸潤膀胱癌の治療戦略．西

毛・伊勢崎泌尿器科セミナー 2018 年 9 月 27 日 群馬県高崎市（エテルナ高崎）  

9.  大山 力：グライコオンコロジーへの誘い．第 18 回神戸がん研究会 2018 年 10



月 31 日 神戸市（神緑会館）  

10.  大山  力： RARC を利用した筋層浸潤膀胱癌の治療戦略． Urothelial Cancer 

Seminar in Hirosaki 2019 年 1 月 22 日 弘前市（アートホテル弘前シティ）  

11.  大 山  力： 進 行 腎癌 治 療 のパ ラ ダ イム シ フ ト． HANSHIN Immuno-Oncology 

Seminar in Urology  2019 年 1 月 31 日  兵庫県西宮市（ヒューイット甲子園） 

12.  大山 力：尿路上皮癌における今後の治療戦略～免疫チェックポイント阻害薬の

役割～． 2019 年 2 月 8 日 山形市（山形テルサ）  

 

 
座長，等  
・ 大山 力：  

＊  国際  
1.  The 16th Urological Association of Asia Congress 2018 2018 年 4 月 17-21 日 

京都市（国立京都国際会館、他）  

①  ランチセッション Robot-Assisted Radical Cystectomy (RARC) in male and 

female patients 

  Ji Youl Lee：Robot-Assisted Radical Cystectomy (RARC) in male and 

female patients. 

② Up-to-Date 3   Urinary biomarkers of bladder cancer: an update and future 

perspectives 

 Charles Joel Rosser：A novel, robust multiplex urine-based immunoassay for 

bladder cancer detection． 他 2 題 

 

 

＊  国内  
1. 第 106 回日本泌尿器科学会総会 2018 年 4 月 19-22 日 京都市（国立京都国際会館、他） 

 イブニングセミナー 転移性尿路上皮癌治療の Update 

 菊地栄次：転移性尿路上皮癌治療の Update． 

2. 第 257 回日本泌尿器科学会東北地方会 2018 年 4 月 28 日 盛岡市（盛岡地域交流センター マ

リオス） 

 教育講演 

 櫻井 滋：泌尿器科領域の感染制御 Update 2018． 

3. 第 34 回腎移植・血管外科研究会 2018 年 5 月 25-26 日 鹿児島市（鹿児島市民文化ホール） 

 シンポジウム 4 腎臓リハビリテーション・エクセサイズと腎移植 

  丸井祐二：腎移植とスポーツ． 他 4 題 

4. 第 18 回日本抗加齢医学総会 2018 年 5 月 25-27 日 大阪市（大阪国際会議場） 

 シンポジウム 12. 男の価値とテストステロン 

  渡部芳德：うつ病とテストステロン． 他 4 題 



5. 第 18 回日本 Men’s Health 医学会 2018 年 7 月 14-15 日 東京都江東区（日本科学未来館） 

 ランチョンセミナー 

 堀江重郎：男性医学 2018 

6. 第 9 回 Urological Expert Forum プログラム 2018 年 7 月 28 日 松本市（ホテル・ブエナ

ビスタ） 

 一般講演 第 3 部 

 松本隆児：高リスク前立腺癌に対する放射線療法と前立腺全摘除術の治療成績に関する

比較検討．他 2 題 

7. 第 54 回日本移植学会総会 2018 年 10 月 3-5 日 東京都港区（ホテルオークラ東京） 

 招請講演 4 

 飯塚淳平：Robotic Surgeries for urological Malignancies in Renal Transplant 

Recipients. 

8. 第 83 回日本泌尿器科学会東部総会 2018 年 10 月 12-15 日 東京都港区（グランドニッコー東

京台場） 

 パネルディスカッション 6 M1 前立腺癌の是非を問う 

 米山高弘：M1 前立腺癌に対する原発巣治療介入－当科の治療成績－． 他 

9. 第 56 回日本癌治療学会学術集会 2018 年 10 月 18-20 日 横浜市（パシフィコ横浜） 

 一般講演 筋層非浸潤性膀胱癌 

 中田 渡：筋層非浸潤性膀胱癌に対するピノルビン単回膀胱注入、リスク分類別の治療

効果の検討 他 5 題 

10. 日本泌尿器腫瘍学会第 4 回学術集会 2018 年 10 月 20-21 日 横浜市（ランドマークホール） 

 Bladder Cancer Forum 2 

 米山高弘：ロボット支援膀胱全摘除術+ U 字回腸新膀胱造設術の治療成績（Clinical 

outcomes of robot-assisted radical cystectomy with U-shaped ileal neobladder）．

他 2 題 

11. 第 49 回青森県泌尿器科研究会 2018 年 11 月 3 日 青森市（ラ・プラス青い森） 

 特別講演 

 高橋 聡：泌尿器科領域で知っておきたい感染症. 

12. 第 32 回日本泌尿器科内視鏡学会総会 2018 年 11 月 27-29 日 仙台市（仙台国際センター） 

 シンポジウム 3 

 三木 淳：膜解剖とリンパ流に基づく腹腔鏡下膀胱全摘術ならびに尿路変向手技. 他

3 題 

 総会賞ポスター1 ロボット/前立腺 

 栗村嘉昌：ロボット支援前立腺全摘除術における術前尿失禁は術後尿失禁と QOL の予

測因子となる. 他 7 題 

13. 第 52 回日本臨床腎移植学会 2019 年 2 月 13-15 日 大阪市（ナレッジキャピタルコングレコ

ンベンションセンター） 

 シンポジウム 5 



 樋川隆嗣：Liqud Biopsy とは－Oncology 領域での活用法．他 2 題 

 

 

 

＊ 研究会 
1. Oncology インターネット講演会 2018 年 6 月 5 日 インターネット配信 

 三宅秀明：進行尿路上皮癌における QOL 評価の意義． 

2. 青森ラジウム治療フォーラム 2018 年 6 月 14 日 弘前市（アートホテル弘前シティ） 

 特別講演 

 小坂威雄：前立腺癌に対する薬物療法の現況と課題． 

3. エムラクリーム講演会 in 青森 2018 年 10 月 16 日 青森市（ホテルクラウンパレス青森） 

 特別講演 

 高橋直子：エムラクリームの穿刺痛緩和における有用性とさらなる可能性. 

4. 弘前 CKD セミナー 2018 年 10 月 25 日 弘前市（ホテルニューキャッスル） 

 特別講演 

 田中元子：CKD-MBD の新しい考え方～酸化ストレスの観点から～. 

5. ADPKD セミナー2018 in 弘前 2018 年 12 月 4 日 弘前市（ホテルニューキャッスル弘前） 

 特別講演 

 程内栄子：進化する ADPKD～患者・家族の医療への想い～． 

6. 第 4 回つがる前立腺診療を考える会 2019 年 1 月 17 日 弘前市（ホテルニューキャッスル） 

 特別講演 

7. CRPC 化学療法懇話会 2019 2019 年 2 月 20 日 青森市（ホテル青森） 

 特別講演 

 加藤真史：前立腺癌療法 最近の話題～化学療法を選択すべき患者像とは～． 

 

 

・ 古家琢也：  

1.  第 106 回日本泌尿器科学会総会 2018 年 4 月 19-22 日 京都市（国立京都国際会館、他） 

  ロボット支援手術膀胱腫瘍・その他  

  岩本秀人：80 歳以上の高齢患者におけるロボット支援膀胱全摘除術の

Sur-vival benefit に関する検討． 他 7 題  

2.  第 257 回日本泌尿器科学会東北地方会 2018 年 4 月 28 日 盛岡市（盛岡地域交

流センター  マリオス）  

  セッション A 優秀演題候補  

  野呂大輔：精巣捻転症を契機に発見された多精巣症の一例．他 7 題  

 

・ 橋本安弘：  



1.  第 29 回内視鏡外科フォーラム in 秋田 2018 年 5 月 26 日 秋田市（にぎわい交

流館 AU）  

  一般演題 シミュレーション、教育  

  吉田健志：daVinci シミュレーターにおけるマスターコントローラーへ

の術者把握力分析． 他 3 題  

 

・ 米山高弘：  

1.  第 34 回腎移植・血管外科研究会 2018 年 5 月 25-26 日 鹿児島市（鹿児島市民

文化ホール）  

  一般演題 2 啓発・体制整備 2  

  寺坂壮史：宮崎県における腎移植普及のための取り組み．他 3 題  

 

  畠山真吾：  
1. 第 106 回日本泌尿器科学会総会 2018 年 4 月 19-22 日 京都市（国立京都国際会館、他） 

  一般演題 膀胱腫瘍 診断マーカー②  

  川井禎久：膀胱全摘後の予後を予測する術前の臨床背景因子の検討．他 9

題  

 

 

社会貢献  
1. 平成 30 年度青森県腎バンクセミナー～透析患者さん＆ご家族との交流会～ 2018 年 10 月 28 日 

むつ市（下北文化会館） 

 大山 力：腎不全とその治療について～腎移植もお勧めします～ 

 

 


